
第１５回

杵築市地域医療フォーラム

日時：２０２６年３月１４日（土） 9:00～12:30

会場：杵築市健康福祉センター 多目的ホール

杵築市・杵築市立山香病院

抄 録 集

地域を元気にする病院運営を考える！

～病院の元気・地域の元気・市の元気～



杵築市・杵築市立山香病院

第１５回杵築市地域医療フォーラムの開催にあたり、ごあいさつを申し上げます。

平素より杵築市の地域医療の充実にご尽力いただいております医療・介護・福祉関係者の皆様を

はじめ、地域住民の皆様に心より感謝申し上げます。

この地域医療フォーラムは、市民の皆様に開かれた場として、また市内の医療・介護・行政が

手を取り合う連携の場として回を重ね、第１５回という節目を迎えました。

現在、地域医療を取り巻く環境は、人口減少や人件費・光熱費の高騰、深刻な人材不足など、

極めて厳しい局面にあることは周知のとおりです。しかしながら、医療は単なる「治療の場」に

とどまらず、市民の皆様が安心してこの地で暮らし、笑い、活動するための、いわば「地域のエ

ンジン」です。市内の医療機関がそれぞれの役割を果たし、地域全体で質の高い医療提供体制が

守られることは、すなわち、この杵築市の未来を確かなものにすることに他なりません。

今回のメインテーマは、「地域を元気にする病院運営を考える！」であります。

本日は、先進的な取り組みを実践されている大分三愛メディカルセンター様、熊本の谷田（や

つだ）病院様、そして野村證券様から、プロフェッショナルの知見をお伺いします。「やりた

い！が集まる病院」とはどういうものか。あるいは、「持続可能な提供体制」をいかに構築する

か。本市の現状に即した新しい知恵を取り入れ、医療を支える皆様と志を一つにすることで、本

市の医療提供体制は、より市民の期待に応え、進化できると確信しております。

本日のシンポジウムには、私も助言者として参加させていただきます。現場の熱い実践報告と専

門的な提言を受け、市民の皆様が将来にわたって、「このまちで暮らし、このまちで医療を受け

られることが、自分たちの安心と誇りである」と心から確信できるような、希望ある議論が展開

されることを期待しております。

本市といたしましても、市民の皆様が将来にわたって安心して暮らせるよう、地域医療の確保

と充実に引き続き全力で取り組んでまいります。

本日のフォーラムが、医療・介護・行政・地域がそれぞれの立場を超えてつながり、杵築市の

地域医療の未来をともに築いていく第一歩となることを心より願っております。

結びに、本フォーラムの開催にあたりご尽力いただきました関係者の皆様に深く敬意を表します

とともに、本日ご参加の皆様にとって実り多い時間となりますことを祈念申し上げ、ごあいさつ

といたします。

杵築市長（杵築市立山香病院 開設者）

永 松 悟 （Satoru Nagamatｓu）
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今回のフォーラムに共通したテーマは“元気”です。日々問題山積の病院運営をしていると、私

自身も“元気”であり続けることは至難の業ではありません。残念ですが、自身が老いたこともあ

るかも知れません。敢えて“元気”と連呼しておかなければ萎えてしまいそうな自分がいるのかも

知れません。物価・人件費高騰などの影響で、医療・介護業界はおそらく今まで経験したことの

ないほどの苦境に立たされています。軒並み大規模病院が赤字収支になり、その赤字幅の大きさ

も目を疑うほどです。十分に手当てされないままに働き方改革が断行され、物価高と合わせて経

営の根幹を蝕むものになっています。現状に文句を言いだせば怒りにも変わりますが、そんな暗

い話ばかりでは全く“元気”にはなれません。長いトンネルでも苦しみの先には必ず光が見えるは

ずなので、今を何とか乗り越えるために最大限の努力が必要と感じています。

現状を踏まえて動き出した当院の“元気”を紹介したいと考えています。時代に抗いながら地域に

向かって情報発信し、まずは病院をさらに認知していただき、十分に利用いただくのが本筋と考

えています。昨年４月に年間４００回の健康出前講座の企画を行政から病院に派遣されたばかり

の職員（中根亮）に私からお願いしました。回数は何の根拠ない一見無理な数字の提案でした。

パワハラとも取られかねない数ですが、彼の猛烈な動きで実現可能な数字となり、職員は彼の先

導で“元気”を共有する目標ツールとなり、健康出前講座が職員のエネルギー源として機能したと

感じています。この熱意が徐々に職員に浸透したのか、昨年後半から病床の稼働率も予想以上に

上昇し、経営の危機を乗り越える機運が醸成されてきました。今まで以上の支出見直しも進み、

苦しい時にこそ力を合わせて基本的な対応力の向上が重要と感じています。

今回のフォーラムでは“元気”を与える講演者たちに参集いただきました。三愛メディカルセン

ターの秦圭治様からは地域を“元気”にする広報についてお話しいただきます。谷田病院の藤井将

志様からは病院が実際に町を“元気”にしている様々な取り組みをご紹介いただきます。お話の内

容は私にとって杵築市で今後のお手本となる試みです。野村證券株式会社ヘルスケア・アドバイ

ザリー部 クライアント・ソリューションの千葉穣様からは杵築市の医療の理想像についてご助言

いただきたいと思います。シンポジウムでは、杵築市医療介護連携課の英哲郎課長から杵築市の

医療の現状をご報告いただき、永松市長を交えて皆で“元気”な杵築市の未来を議論したいと考え

ています。

我々が関われる保健・医療・福祉を通じてもっと杵築市を“元気”にできればといつも考えてい

ます。そのためにも今後も病院が元気でいる必要があると考えています。地域に住む人が“元気”

でいるには何が必要なのか？まずは地域で幸せに暮らし続けるには何が必要なのか？どうすれば

心から杵築市に住みたいと思えるのか？何が重要なのか？“元気”の正体を明らかにしたいと考え

ています。病院で働く我々は健康の面で支えるのみで貢献度は微力ですが、幸せの重要な要素と

考えています。杵築市をもっと“元気”にしたい・・・地域を愛する人々の声が会場に集まればと

杵築市立山香病院 病院事業管理者兼院長

小 野 隆 司 （Takashi Ono）
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考えています。杵築市をもっと“元気”にしたい・・・地域を愛する人々の声が会場に集まればと

開催プログラム（予定）
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杵築市立山香病院 事業係

中根 亮 （Ryou Nakane）

【実践発表】 （座長：杵築市立山香病院 看護部長 大石 由香）

メ モ
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【実践発表】 （座長：杵築市立山香病院 看護部長 大石 由香）
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社会医療法人三愛会大分三愛メディカルセンター

経営管理部法人経営・事業企画支援課 経営企画係長

広報・学童担当

秦 圭治 氏 （Keiji Hata）

【実践発表】 （座長：杵築市立山香病院 看護部長 大石 由香）

経 歴

2006年高知大学人文学部卒業後、金融営業マンとして大分県内にて勤務し、1日平均50

件超の飛込み営業を経験。2007年エフエム大分に入社後、営業推進部にてイベント・周年事

業リーダーなど多数担当。2016年社会医療法人三愛会初めての広報専任者として入職。法

人全体の広報・営業・ブランディング活動、コロナ対応広報に従事。学童の設立や新規イベント

企画を多数行い、全国の病院広報イベントでも多数の講演、受賞歴がある

メ モ

演題 「はじめての病院広報」がみてきた“地域”
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【基調講演】 （座長：杵築市長 永松 悟）
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特定医療法人谷田会・谷田病院（熊本県甲佐町） 事務部長

【基調講演】 （座長：杵築市長 永松 悟）

経 歴

早稲田大学政治経済学部を2006年に卒業。医療経営コンサルティング会社である㈱アイ

テック、㈱MMオフィスを経て、2012年から沖縄県立中部病院・経営アドバイザーとして

（NPO法人病院経営支援機構所属）経営支援を行う。2015年から医療法人谷田会・谷田病

院の事務部長に着任。

その他、事業継承した複数の医療法人の理事、ひとまちづくり法人パレットの理事、2020年

から病院経営支援事業である医療環境総研㈱を立ち上げる。医療経営人材の集うオンライン

サロン病院事務の知恵袋を運営。2025年からは日経ヘルスケアの巻頭コラムを連載。これま

で経営改善に関わった医療機関・介護施設は60施設程度。大学講師は、熊本保健科学大学、

メ モ

藤井 将志 氏 （Masashi Fujii）

演題 やりたい！が集まる病院と地域
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野村證券株式会社ヘルスケア・アドバイザリー部

クライアント・ソリューショングループリーダー

経 歴

1999年東北大学理学部卒業後、野村證券株式会社入社。株式上場・ファイナンス・M&A・

事業承継・コンサル案件等のコーディネートを中心とした投資銀行ビジネスを約15年担当。地

方自治体健康福祉局医務課への2年間の出向を経て、2016年より野村ヘルスケア・サポート

＆アドバイザリー株式会社にて医療法人のM&A、民間病院の事業承継コンサルティング業務、

地域医療連携推進法人の設立支援や調査研究業務、国立大学病院の不動産活用検討業務

に従事。

※地域医療連携推進法人とは？

2017年（平成29年）の医療法改正により制度化された仕組みで、複数の医療機関や介護

事業者等が参加し、地域全体で効率的かつ質の高い医療・介護サービスを提供することを目

的とする法人制度である。機能分担や連携強化、人材・医療資源の共同活用を進め、持続可

能な地域医療体制の構築を図る

メ モ

千 葉 穣 氏 （Yutaka Chiba）

演題 杵築市における医療のサステナブルな提供

体制の構築に向けて

～地域医療連携推進法人の活用～

【基調講演】 （座長：杵築市長 永松 悟）
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杵築市医療介護連携課長

【シンポジウム導入講演】

座長：杵築市立山香病院

病院事業管理者兼院長 小野 隆司

英 哲郎 （Tetsurou Hanabusa）

演題 杵築市の医療・救急の現状

メ モ
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シンポジスト

【シンポジウム】

➣ 社会医療法人三愛会 大分三愛メディカルセンター

経営管理部 法人経営・事業企画支援課

経営企画係長 広報・学童担当 秦 圭治 氏

➣ 特定医療法人谷田会・谷田病院（熊本県甲佐町）

事務部長 藤井 将志 氏

➣ 野村證券株式会社ヘルスケア・アドバイザリー部

クライアント・ソリューション

グループリーダー 千葉 穣 氏

テーマ 『地域を元気にする病院運営を考える！』

シンポジウム助言者

➣ 杵築市長 永松 悟（杵築市立山香病院 開設者）

シンポジウム座長

➣ 杵築市立山香病院

病院事業管理者兼院長 小野 隆司
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【 ご協賛 】
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